
不動産価格査定ご提案書

（戸建住宅版）

査定算出日       年      月      日

有限会社ハマダ・アーキテクチャル・コンサルタント

●この報告書は「不動産の鑑定評価に関する法律」に基づく鑑定評価書ではありません。

　他の用途にご利用いただくことはできませんので、ご注意ください。

●この報告書に記載された内容は、ご報告年月日現在のものですので、その後の法令改正や

　市場動向などにより変化が生じる可能性がございます。

●この報告書は、公益財団法人不動産流通推進センターの「既存住宅価格査定マニュアル」

　を利用して、作成したものです。
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■　土地の評価

＜算出式＞

査定地評点

事例地評点

■評価の内容

●土地の査定価格は、査定不動産の土地の評点と事例地の評点を比較して算出します。

査定地 事例地

①交通の便 駅までの徒歩分･バス分の利便性を評価

②近隣の状況 店舗・公共施設等への利便性、街並みを評価

③環境 騒音・振動、日照・採光、眺望・景観の良否を評価

④供給処理施設 排水施設、ガス施設の整備水準を評価

⑤街路状況 土地の方位、前面道路の幅員、街路の整備状況を評価

⑥画地の状況 土地の間口、形状の良否を評価

⑦その他画地の状況 路地状敷地、崖地、都市計画予定地等の有無を評価

１００＋①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥＋⑦

■　査定に使用した事例地情報

円

項目 評価の考え方

万円/㎡　　× × ㎡　＝

査定価格　　　　　　　　　円

事例地単価 査定地の面積 査定価格

路線・最寄り駅 （万円）

合　計
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■　建物の評価

＜算出式＞

①標準建築費<単価>（165,800円／㎡）×規模修正率×新耐震基準適合性×建物全体の品等格差率

　　＝再調達単価（15.5万円／㎡）

②再調達単価（15.5万円／㎡）×現価率＝現在単価（3.4万円／㎡）

③現在単価（3.4万円／㎡）×総延床面積（           ㎡）×付加価値率＝建物価格（      万円）

④建物価格（        万円）×補正率

　　－補修費用（       万円）＝建物査定価格（         万円）

※この計算式は、建物査定価格の算出方法をわかりやすく簡易に表示しているものです。

■評価の内容

●標準建築費（単価） 標準的な建築材料を使用して新築する場合の建築請負単価で毎年、地域別、構造・工法別に設定されます。

●規模修正率 建物規模の大小により、建築費を修正するための比率です。

●新耐震基準適合性 1982年1月以降の建物は新耐震基準を、2001年1月以降の木造住宅はより高い耐震性を満たすと判断し、

　　　　　　　　　　　　　　建築費を修正するための比率です。

●品等格差率 建物に使用されている建築材料の品等（グレード）に応じて、建築費を修正するための比率です。

●基礎・躯体の状態 基礎などの維持管理状態や建物状況調査の結果に応じて、建築費を修正するための比率です。

●現価率 建築後の経過年数に応じて減少する建物価格が、新築価格に対してどの程度現存しているかを示す比率です。

　　　　　　　 なお、適切なリフォームや維持管理を行っている場合は、この比率が高くなり評価額が上昇します。

●付加価値率 建物の性能を示す資料の保有状況や付加価値的な設備の有無を評価し、査定価格の割増を行なうための比率です。

●補正率 建物の外観等の良否に応じて、建物価格を加減するための比率です。

査定価格          万円
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査定結果
査定算出日 ：    年     月     日

■戸建住宅としての総合評価

●流通性比率とは・・・

■流通性比率を乗じた理由

査定価格           万円

＝　（　土地価格　     万円 ＋ 建物価格　    万円 ）　×　流通性比率 （　1.00　）

お客様の住宅が市場で売りやすい不動産なのか、売りにくい不動産なのかという流通性の度合いを示す

比率です。

１．００（１００％）を基準とし、マイナス１５％からプラス１０％の範囲内で、売りやすければプラ

ス、売りにくければマイナスとして評価します。
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■ 建物価格はこのように求められています

有限会社ハマダ・アーキテクチャル・コンサルタント




